
アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内

2010年度 第2回 常任幹事会議事録

●日時
2010年9月4日（土）
15:00～17:00

●場所
阿佐ヶ谷美術専門学校 521号教室

●委任欠席
浜村圭一
富澤和治

常任出席者　14名
委任欠席者　  2名
定足数成立

●議事進行
議長・進行：松岡和彦

●議事録
書記：久末静香　　　　　　　　　　
　
校正・制作・文責：
秋元圭一・大村政幸

■議題
１　各プロジェクトのスケジュールの確認
　　（同窓会ニュースに掲載する内容の確認）

２　その他・意見交換

●出席者　　　　　　
秋元圭一［会　長］
甲斐光省［副会長］
土橋洋一［常　任］
三好耕之［常　任］
西田一成［常　任］
渡部征明［常　任］
桜井裕美［常　任］
大村政幸［常　任］
松岡和彦［常　任］
白石龍子［常　任］
小山　弘［常　任］
勝山昌幸［常　任］
永吉昭浩［常　任］
大野美菜子［常任代理］

議題１　各プロジェクトのスケジュールの確認（同窓会ニュースに掲載する内容の確認）

2010年度活動計画
●事務局　・運営のスムーズ化・事務局内の引き継ぎ・各会議の開催、各報告書等の作成。
☆名簿管理委員会　・同窓会名簿の修正・名簿配布方法考慮とフォーマット作業
☆会則検討委員会　・問題が出た場合等に速やかに検討。
☆コラボ企画委員会　・会員の親睦等の新企画
☆選挙管理委員会　・今年度、常任幹事選出選挙はありません。
●WEB委員会　・asabi-netの活用・同窓生の活動・展覧会の告知・各年度の幹事リスト表示の検討
●同窓生・在校生支援委員会　・卒業制作展の表賞・卒業式後のパーティヘの補助・参加
●広報委員会　・同窓会ニュースの発行(掲載内容の受付は８月中)
●セミナー・プロジェクト　・年2回のセミナーを予定

上記をもとに同窓会ニュースに掲載するための確認や報告、質疑応答が行われた。
●事務局 ： 今年度の活動計画として具体的なビジョンはないかとの問いに大村氏は｢個人的に把握不
足な部分を解消したいという意味で『スムーズ化』としたのでカットします｣と述べ、引き継ぎは既に1年
経っているので上げなくてよいのではという意見でカットの方向。書類作成なども通常作業の為、今年
度の活動計画に当てはまらないのでカットしたいとの意向を示した。
☆名簿管理 ： 小山氏は経過報告として、学校から昨年度卒業生の名簿を受取った事、同窓会ニュース
に現総会員数を掲載する事と、今年度の活動目標として、名簿を新しいフォーマットに移行する予定であ
ると述べた。
会員数5,121名(デザイン科76名で合計4,295名、イメクリ科16名で297名、絵画科9名で396名、研究科
12名で133名)
☆会則検討 ： 前回の会議で、幹事会と常任幹事会の位置関係が逆という話が出て、秋元会長と甲斐氏
で相談し、入れ替える場合にはまた報告する事とした。
☆コラボ企画 ： 8/21に会議を行った。計画としては、同窓会の認識の低い会員を集め、科ごとなどの振
り分けで人を集めて意見を聞いていきたい。
☆選挙管理 ： 今年度は選挙がないので活動はないが、こうしたらどうか等の提案を受け付ける。
●WEB ： 今年度の目標は特にないが、昨年度ツイッターのアカウントを取ったので、情報をチョイスして
早めに流すようにする。現在の情報は学校からの流用が多いので、情報提供をお願いします。
掲示板に一時期荒らしが入り、書き込みも少ないので外す方向となった。
●同窓生・在校生支援 ： アサビフェスタでのセミナーの手伝い（ポスターの掲示など）を考えているので、
セミナー委員には密な連絡をお願いします。卒業制作展の会場は横浜のバンクアートを予定（3月1日～
7日の6日間）全ての科を同時に展示する。卒業式の日にちが、予定の翌週に移った。
●広報 ： 同窓会ニュースを9月中旬に入稿予定。
●セミナープロジェクト ： 今年度2回予定　第8回はフェスタで山崎貴氏の講演に変更とした。

秋元会長は同窓会ニュースの内容に関して、「幹事住所不明分をわかりやすいようにする事、
セミナー情報、フェスタ、卒展、名簿提供、選挙などのことをお知らせする。現在空白部分の写
真素材などを調整する。名簿提供に関しては、去年の告知から進展がないので外すことも考
えられる」と掲載内容の説明をし、大野氏にイラストを依頼したいと付け加えた。

議題２　その他・意見交換
組織図について
秋元会長は前回会議(7/3幹事会)で出た意見をもとに修正した組織図を配り、ＷＥＢへアッ
プしてよいか意見を求めた。
「各委員会の説明がどこかで必要で、どこかで項目をまとめてはどうか」「事務局は同窓会全
体にかかるので、常任幹事会の枠内にあるのはどうかと思う。委員会は、総会・幹事会・常任
幹事会という、決定機関で決められた事を実行するだけの機関なので、会長・副会長の下に
あるより、常任幹事会の枠内にあるだけでよいのではと思う」「全体的な話になるが、今回は
選挙がないとはいえ委員会は存在する。自分たちでテーマを決めて検討して行くのが、組織
としての活動である。意見があれば検討しますというのも良い面だが、会議数が少ない中で、
組織が動かなければ意見も出てこない」「誰に責任がかかってくるかを自覚してほしい」等の
意見が出て、今回は2010年度分として注釈を付けて公表する事に大多数の賛同を得て、組織
図については今後の検討課題とした。

次回日程：2010年１１月２７日(土)の15：00～17：00を予定。


